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鹿下絵和歌巻

平成15年度修復事業

品名：依）廿ぷ逹 I 廿,,本阿弥光悦内: )J屯卜.絵相：：f欠巻 1 巻

所）！淡： シア ト ル入術釘',;
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俵）, \ ぷ泣 I廿 11本阿弥光悦，1:: Jfli ド絵れ 1 ::f欠巻

修 理報告
（株） 文化財保イr-

JJ:1¥111 l~h-

I. 文化財の名称等

］ ． 名称 依尻‘ぷ達 JI川本阿弥光悦書鹿下絵れ I ::f欠巻

2. 所イi 者 シア ト ）レ文術創',;

1砧質 . J I多状 紙本金銀泥絵刈.1; 凸、巻了装

4 . 本紙紙質 ) Jffi )文紙 高知限立紙汁業技術セ ン タ ー 1加lべ （図 97 、 98)

Il . 工期及び施工者等

1. UtJJ 

1ｷ1 : ..!.1z 1成 15 if 6 J J 12 11 

至 ： 平成16年 3 月 2 1 11

2 • }j他1 ・・芥

株式会社 文化財保イ[-

瓜都 1Ii j)Lj 京 IX人）ぷ連 f 1NH II 町660 番地

代ム」［嬬i'r役 111 Iii ' 『 徳一·

施 1 ·_場所

奈艮 I ,q 立 1サ｝物飴文化財保イ［修J州）祈装こ う ‘奉

奈恥 I i登人路町50番地

LI • 施 1 ·. れ l ヽ , ,, 者

JJ.'I:, 111 」 i.'+ 

III • 修理前の状況 （図 99 、 100 、 ]OJ 、 102)

本作，',, ' , は元24紙 あ っ たものが昭和10年 に 2

谷 に分け られたうちの後 ' Iム·部であることが知

られて い る 。 また製j(1 j より 折れ伏せか施され

てはいるが、批ぎを外 した痕跡笥；は忍められ

す ;J』作 当初の初な状態をよく銭している 。

竹 ： ， 1州 の損1蒻

1. かなりきつい縦折れが生 じており、折れ

山が掠れて欠失 している 箇所もあ っ た 。

巻頭では巻子特有の横折·れも顕著であ っ

図97 !(f l支繊維（第 1 紙表 /!ill 顕微錢：＇辺’↓ XlOO) 

ection, 

//  

,,,. 

/ 

図98 雁皮繊維（第10紙裏側 凱徽鮫写具 X 100) 
Cainf>i fiber (Reverse side of the tenth sccLion, 
photomicrograph x 100) 
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図99 第 l 紙修理前
First section. before treatment 
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図 101 第 10紙修理前
Tenth section. before treatment 
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図 102 第 10紙修理後
Tenth section, after treatment 



修Jll!_報 ( 1 ;·97

tこ 。 ( J:x l 1 03 、 1 04 、 1 06 、 l07) 

2. 料紙の 大地小 I I では~; I I 依 lj ぎにな っ て しヽ る 箇所が認められた。 ( IXl1 05 )

縦 ぎの糊秤 きが確認された。

4. . 部に徽によると 息われるフォクシングが牛 じて しヽた 。

似によ る 小 さな穴が何箇所か確認 さ れ、欠失し て しヽ る i符)";if もあ っ た 。 ( l:x l 1 08 、 1 09)

I-XI J 0 11 第 8 紙修雌後
l 泊 i g hl sccLion, after t real mcnt 

図 1 0 5 第 ,, . 5 紙條剛jij 小 II の浮きが諸処に見受 け

られ、小女粉澱粉で糊差しを行 っ た
Forth and f if しh sec Lions, bcf ore treatment. The edges ha v 
separated in many places. They were re-adhered with 

wheal starch past 
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図 1 06 第 l 紙 修Jlj打 Fi 111 央付近に小紺折れが認められた 図 107 第 l 紙條Jlj!_ 後

Firsl scclion, be 「o re Lrealmenl. There were horizontal 
reascs n ear しh e cenlcr 

図 108 第 10紙修理前折れ山の
欠失に干 っ た個所もあ っ た

Tenth section, before treatment. Some surfa 

of the creases have been damaged 

I Li修理

1 : irs l 汎·ct i o n , ; 1 「 ! e r trcalmenl 

図 1 09 第 1 0紙 ・(1各 J'I!.後 小父粉澱粉 を 1史川 し、
混介紙で紐 っ t..:

Tenth section, after treatment. These areas wer 
mended with mixed paper and wheat starch paste 

1. きつい縦折れには折れ伏せが施されているが、 厚く 硬いため折れ伏せの両側で新たな折れが発1 1 ・・

してい る箇所があ っ た。

装丁

1. 紙の裂は損傷が著 しく、 裏打紙によ っ てかろうじて形を保っ ている状態であり、暴れ も 激しカ

っ た。（図110 、 111)

2 . 軸首には螺釧が施されているが、 一部欠失していた。 （図 112 、 113)



図110 表紙修理前
Cover, before treatment 

図 112 訓I首 修理前
.fili1、IS知， befo re treatment 

IV. 修理方針

修理報告 99 

上記の間蒻を踏 まえ修Jij!.}j 針 を 立 て 、逐次束応又化財ィiJI究所担 , 1『1'•,・ と 協議しつつ修J.用 を 辿1 月祭るこ

ととす る

現状では初な状態がよく残 っ て い る ＇ドから極）j この状態 を保つこと とし、公打ちは施 さず折れ伏せ

を入れ柏すことを 中心 とした処 ;;,.,: を 行 うものとする。

1. II」 折れ伏せを除去し、本紙令1本にごく 竹'I: か な i!』り を りえて折れを仰ばした状態でプ レ ス乾煤し、

新たに折れ伏せ を施す。ただし、処 i趾する 仰j) iJ1は必以最低限にとどめ ることとする 。 また 、 111 折

れ伏せの紙は 111 、 I り［み共に必炭限度を超えて却 っ て 新たな折れを牛じ させて いると考えられるの

で、適切 な 111 、)りi さに改める 。

2 . 失 1:·{;'j所には料紙に合わせた補修紙にて補紙を 1 jｷ う 。

3 . 料紙小 11 の 朴 1 ;,糾 ぎ箇所·には糊），図しを 1J / o 

4 . 表紙の銀枇り は Ilj. 使川 に , r,i 、 lえな いので篇訓 とし、糸II: も 表紙に合わせて 狐凋する。

. ,, I•Ii川・刺I 首 は新』，','] とし、）⑪Ii は別保イ［ とする

6. ~ 加J)、ゞ 巻き添削1 、 4加l屈郎箱、 軟、 包裂を 新』,'i] し納人する。 ）じ箱 は別保イf とする。元の表紙、紐、削11

巻 き 紙、 1 li1l1 は ｝じ箱 に納人する。
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方針の変更

本修則では現状の初（うぶ）な状態を残すことを方針の大きな柱とし、修理作業において は極）j 水の

使川枯を少なくする予定であ っ た。しかし、修埋 I j1 のテス ト で、現在の損傷を解消するための必 ＇災最低

州の水分でも木紙に付着あるいは含まれる経年の朽れが移動して画而を汚してしまうことが‘判明 した。

処附を桁うためにはこの汚れを除去せざるを得ず、水を 川いたクリーニングを行うことと した 。 （特 ， l t.'.

1j•;. 瑣参照）

V. 修理前後仕様及び使用材料等

1. 社、: i ,:.: (ljJ. 位cm)

修理前 修理後

本紙ヽj法 縦 34 0 34 1 

横 9237 930 1 

装 l 、 j祉、 縦 34 0 34 3 

樅 10778 1041 9 

2 . 装1

修理前 修理後

形式

表紙

兄返し

八双

糸II

袖修紙

剌l巻 き 紙

折れ伏せ

111 1li1l1 

1l t1 1i 首

他み裂

人巻添訓I

保イ｛箱

峡

巻子装

銀欄

金笥押し紙

竹

紫組紐

雁皮紙

雁皮紙

杉材

木地螺釧

漆塗被菟箱（図114)

巻了装

(I 茶地｝廿化造 I ・・文銀欄 （邸都 ）L、・イパ織物）

Jじ使し

Jじ使い

裳き織紐• （応都 ）ムイは織物）

混合紙 (/fffi/文 50%桔50% ) (介,,,;J I ・＇ 小fil lI I)、: I:) 

Iii] .I 

Iii] . Iｷｷ. 

杉材（ぶ 111 1 辿水沿i店）

紫t'i、｛叫切（ぷ都 辿水沿i店）

絹二重猷紗（瓜都池畠ヤ(-)

桐人巻添刊I (恥都 Jj ij 川 友斎）

桐）至郎箱（ぷ都 1iiil l l 友斎）

四方 IJH き外紙（京都人人）

VI. 修理工程

1. 修理前閻査

写真撮影を行い、損傷及び寸法等を記録した。

2. 解体

表紙、 ll咄巻き、 i抽木を取り外し、 表紙より見返しを剥がした。

3. ドライクリーニング

IL 
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JI I IJ I (1 j に付着 している 古れ＾；りを、 屹媒状態で除~ した。

4. 折れ伏せ除L

111 す）召 し伏せを除L した 。

5. ク リ ーニング

如(1i から ii屈過水を 1州（な怜し、 淵 ま っ た朽れ水 を 除l~する ）j法でク リ ーニングを ~j· い、 プ レス ,:危媒

せた。その際外れた継 ぎ rr;y所は縦ぎなおした。

6 . 糊差 し

相剥ぎ箇所に小麦澱粉柿l にて糊），~:●： しを 施した。

7 . 折れ伏せ入れ

折れのきつい箇所に、糾l く断 っ た混合紙を貼り、折れを止めた。

8. 表紙作成

新調した銀欄を裏打ちし、元の見返しを補修調整して貼り合わせ、仮張りして 允分屹煤させた 。

9. 軸巻き紙作製

混合紙に楷紙にて肌裏、 美栖紙にて妍裂、混合紙にて総裂を人れ、仮限りし て 允分 に乾媒 させ

t~ 
'--0 

10. 仕上げ

表紙に八双竹・紐、軸巻き紙に軸を取 り 付け、本紙と紺 ぎ合わせた。

11. 納入

太巻添削11 に巻き 、包裂に包み桐屋郎箱に納人し た 。

元の判1 、 表紙、軸巻き紙はそれぞれ柘紙で包み元箱に納人し 、 ）リl1呆イf とした。

12. 報告紺

修埋前 "―l 後の記録を整備し、 1呆イf修JliJ.tl砂，;- I り を作成 した 。

図114 冗箱
Original box 

→璽五，1、~

.s, ..'1 
'.¥ o 7/, I , ｷ,.,,,, 

内置』

図 I ! !:; 叶 1 ,1叶 1 に 「光悦 ，り之 」 の 県 ，＇ 「が
発兄 さ れた。 Ill の 刺I j"( を 付け
たよよ、 別保イf した 。

I 
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VII. 特記事項

折れ伏せにつ い て

硬 く ）'/い 111 折れ伏せ を 除去する にあたり、 その1裟牙↑が非部に強固 であ っ たため、辿常の水によ る 作業マ‘’

は本紙側にド砿り が廻り すぎること が懸念された 。 そこでメ チルセルロ 一ス水浴液（分 （・ 斌300) 5 %を折 i

伏せ 卜 に冷イh し 、湿り の廻 るスピー ド を 乱刈節しつつ禎爪 に作業を辿めた。

祈たに折れ伏せを施すにあた り 、その処 i五 i的~i 所は必災最低限炭にとどめた。 し落 1'111 していることによ る鑑·

'l't Iｷ. の 問題点はともかく、 折れや訓 1(1i Iｷ. の掠れなど新たな出似の肌囚 となる 11f fiも性が大 き い為である。

た、 折れ伏せの立齢で新たな折れを牛 じさ せ な い ためには 、 ＂［能な 限り） '/みは薄く 、 1 11闊 は 削 11 くする 必災

があ っ たが、 きつ い折れが1 1 .: じた 仰j Jifjでは効呆が一I ·分と は言 えず 、 11w; の 炭なる 折れ伏せを 2 屯 に貼 ること

によりその段），各を 軽減 した 。

ク リ ーニ ングにつ い て

本紙の折れ、 よしれを iljl ばすためには少_: ,:.: とは い え i/11!. り が不 11]欠である 。ゴア テックスや湿紙を使川し て

詢［り の廻 る 斌、スピー ド をコン ト ロ ールする こ とは 出米 るが、 それでも 敲低限の水分 ： 代 は必 災である '] '1 は

変わらない。 部分的な /JII i/11!. テス ト の鮎呆、本紙 を 1巾 ばすのに必以な最低阪の?贔 り でも 、 本紙に合まれる 杓

れ ，^りの移動が起こると 名： えさるを得なか っ た 。

折れや暴れの改苓序 を 断念するか 、 1L様 を変更 して 水 によるク リ ーニングを h うかと いう選訳 を 追 られ

た 。 この修判では4守に折れによる 廿1似の凪 1 隣吋，文 人の 1 廿] )恥',r: であ り、 その改 ；: 1名 を 俊先すると いう 判断か

‘、ク リ ーニングを行 っ て処 ；；り を辿める Ij ,;. とした。

水 によるク リ ー ニ ングを 削提 として、 1 り炭テス ト を 1 jｷ っ たところ 、 IIlij I (1 j の 皐、令銀泥は 1 廿])姐ないと 'j':lj 断

れた 。 しか し、 製 1(1i の切笥の扱着は弱 く、 水 によるク リ ーニング処沿＇．に 1(1卜l えら i しなしヽと分か っ た為、処

;;,ｷ;: 1i1i に昇水、 メチルセルロ ース水浴液 を iJ!: 川 した箪l]j各 廿めの処 ;;り を 施 した 。

ク リ ーニン グは、辿 ·,;;r; 行 っ て い るように、 訓 I (1j側 から池：辿水 を 11t't )栃合汝させ、災側の吸 い 」収り 紙 に吸収

せて 除ムする ）バムで1 J・ っ た 。 し かし、料紙の水の没透'I'牛 が、＇屈 か っ た為、¥ りオじ序が浴け 出 し衣 1(1i に淵

た水 を表側からも 吸い収り紙で吸収させて除l、• した 。

ク リ ーニン グの湿り に 係1湘 ぎの核オ'iが1(1卜lえられなか っ た為 、 各 々 プ レ ス ,:氾煤し 、 継 ざ 11' ( し た 。

,, , ,1 り Ii の !,!.!, , り につ い て

刺I巻きより 中刺l を取り外し たと こ ろ、 「光悦札之」 の 月.!, ,, :: が発兄 された。 史 に 古 い 1 li1l1 巻き の艇跡が ，認め

れること か ら 、 この州11 は オリ ジナルである 叶能刊：が凶 いと ' l ':lj 1~9『 され、 1!11l i 1l1 、 1l i 1h i"r' ともに別1呆イ｛・と し、本

紙には新，凋し たものを取り 付け る こと と し た 。 ( l'xl115) 

料紙につ い て

本作 i'11り は天地小 II の裂側に表に引 いた金銀泥がまわ っ ていることや初緻 と 息われる 徽が衣災 j1lij1(1 j に 兄 ‘

れること か ら、制作当初の状態を保 っ たまま 伝えられたと 考 えられる 。 ただ し、本紙料紙が 1 枚の紙力

（制作 I j ,j に ） 裂打 ちさ れたも のかは判定出米な か っ た 。
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災銀り）笥の焼けの転 ' IJ

本紙表 I (1j に 災 I(1 i の銀筍の焼けか罰 き 出 て い る r:府所が数箇所ある が、災 1(1i に筍が兄 ら れない箇所 も 数 f;Y;'j所

発兄 さ i した 。 』，1/j 介の鮎呆、第 8 紙の位;;り で約73cm後）j に形 と 位 ;;,· ;: か該‘ 片 する 筍があ り、辿l、• に 大 きな和

で巻かれて しヽた 11、'i=期 に 灼'{=_けがIiぷり さ れたことが1H淀 さ れ る 。 ただし 、巻(- として巻 き 」［又 っ た位 ;;,' 1: に I

た＜銀笥の北凡けの転封は起 こ っておらす 、 その Iぷi i大 I は小明であ る 。 また 、 MOA文術館） iJ1)1淑の 1iii 平部分 を

1枇l杏し た際、 l1M巣の加占が数箇所確認 さ れ、第 1 紙から 2 紙にまたが る 箇所でのずれは約77. 5cmであ

金泥の転写

巻末付近で表面の金泥が裂而に付1'} している箇所があ っ た。 その位置のずれは約 5cmで、 l ·.Jじ の 筍の

写りとは異なる径で巻かれていた時期の物である。

修理後所見

今回の修理において は、クリーニングを行 っ た ＇忙で、木紙を 巧す ことなく、 H 的であ っ た折れに対す

処箇を行う ことが出来た。それのみでなく 、金銀泥、 I ' I 色、出色~1;-; 発色が艮くなり、本米の文しさを取り

戻 したようにも感じられた。更に、水を辿 した こ とで料紙の強炭 も 幾分 1111 1以させることか:LI~,米たと考 え

れ、結果として、折れ伏せの処置箇所を i咸 らすことにも緊か っ たとも 名えら れ る。

また、今回の修理ではオリジナルの初な状態 を残す こ とを俊先し、折れ伏せの取り替え、クリーニン

グ、 相剥 ぎ箇所への部分的な糊差 し糾の処 ;;,,: に留めて い る 。 災打ちを伴 う 様な強度が向上する修理では六

いので、今後の取り扱いには引き紬き訓心の ij:_,, 訊が必災であ る。
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Poem Scroll ,u叫 Deer
(calligraphy by 1-lon'ami Koctsu, painting by Tawaraya Sotatsu) 

Conservation. Report 
HOTTA Kei 
Bunkazai Ilozon, LLcl .. 

I . Description and title of object 

1. T i し l e Poe、m Scroll with Deer (calligraphy by Hon'ami Koclsu, pain Ling by Tawaraya 

otatsu) 

2. CollccLion Seattle Art Museum 

Media, formal Calligraphy in sumi ink with painting in gold and silver pigments, handscroll 

4. Painting support Ga切飢 paper; examined by Kochi Prefecture Paper Industry Center (Fig. 97, 98) 

Il. Conservation period and conservator 

l. Conservation period 

From June 12, 2003 

To March 21, 2004 

2. Conservators 

Bunkazai Hozon, Ltd. 

660 Minami Kasuga-cho, Oharano, Nishikyo-ku, Kyolo shi 

Representative director: Tokukazu Taguro 

Localion 

Center for the Conservation of Cultural Propcrlics, Nara N alional Museum 

0 N oborioji-cho, N ara-shi 

4. Chief conservator 

Keigo Hotta 

ill. Condition before treatment (Fig. 99, 100, 101, 102) 

This piece is known as being the latter half of a scroll thal originally contained 24 pieces and wa 

divided into two scrolls in 1935. While there were crease reinforcement strips on the back sur[a ゞ~ ,

there are no traces of removed repair patches. The slructure of the painting has maintained much of 

its original integrity. 

Damage 

1. There were severe vertical creases, the surfaces of which had been abraded and clama,gcd. un 

the first section of the scroll, there were also noticeable horizontal creases characterislic of 

handscrolls. (Fig 103, 104, 106, 107) 

2. There were areas at the top and bottom edges as well as the margins of the pieces which had 

split apart. (Fig 105) 
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3. There was lifting of some of the paper j o intツ ・

4. Foxing believed to be caused by mold was found in certain part 

5. There were small holes and losses of cerlain areas. (Fig 108, 109) 

Past treatment (s) 

1. Although crease reinforcemenl 

strips were thick 

Frame 

nd sliH, new 

n applied to major vertical 

appeared on bolh sides o[ lhc slrip 

, because th 

1. The fabric on the cover had been severely damaged. IL was barely held together by the Ii ning 

paper. IL was also warped. (Fig llO, lll) 

2. Some of lhe molh e r—of - pear l inlay in the jikushu was missing. (Fig 112, ll3) 

IV. Conservation plan 

A conservation plan is to be developed in line with the extent of the damage, and each slep shall I 

carried out upon consultation with the Head of the National Research Institule [or Cultural Propｭ

erties, Toky 

Since this scroll has maintained its original form quile well, any chanN 

minimum. Instead of applying lining, the main form of し rcalmenl will be l 

reinforcement strips. 

are Lo be kcpL Lo a 

and add new crea 

1. Remove old crease reinforcement strips. Press-dry Lhe painling afler applying a very small 

amount of moisture over the enlire surface and flallening any creases. Apply new crea 

The areas treated should be kepl lo a minimum. Also, Lhe old strips may 

have been bolh wider and Lhi c kcr しh a n ncccssarv. causinQ further creases in Lhc painling. The new 

strips must I an appropriaL 

2. Mend th wiLh paper infill Lhat malch Lh 

3. Apply pasl しhe edges where Lh 

4. Since th ilver brocad 

matching cord 

［しh

scparalccl. 

Lale, make a new cover, along w i しh a new 

5. Make a new nakajil, • t and jil, しtS加. The original roller will be slored separaLely. 

6. Prepare a new large paulownia roller clamp, a paulownia yaro box, a paper box cover, and 

wrapping material, and place the scrol I in Lhem. The original box is to be slored separalely. Keep 

the original cover, cord, jifmrnalii paper, and roller rod in the original box. 

Changes in treatment 

Since one of the main objectives o f しhi s lrealmenl was lo maintain the original form of the object, t h• 一'

plan was to use as lilllc waler as possible in the lrcalmenl. I Towevcr, during lhe testing stage of lh 

treatment, it was discovered that even しhe smallesl amount of waler necessary to treat the damag 

would cause the soil o n し h e painting lo transfer and slain the front surface. Because such soiling must 

be removed before any form of lrealmenl can lake place, il was decided that cleaning (using water) 

would be 1Jerformed. (Please refer lo ".J¥.ddilional notes.") 
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V . Details and materials before and after treatment 

1. Dimensions (cm) 

Before treatment After treatment 

Painling Vertical 34.0 

Ilorizonta I 

Frame Verlical 

Ir orizonta I 

" Fram 

Format 

rcinforcemenL 

923.7 

34.0 

1077.8 

ilvcr brocad 

Paper wiLh gold leaf 

Bambo 

Braided lavender cord 

Cam/Ji paper 

Ga叩i paper 

Roi ler rod na!wji!iu I Cedar 

Roller /mobs 

jilmshu 

Wood with m砥er— of-pea r l

inlay 

Wrapping material, — 

Roller clamp 

34.1 

930.1 

34.3 

JO~1.9 

'ilvcr brocade with flower pallcrn on clay 

by 

Lavender cord, woven (rnaclc by Tlironobu 

(made 

la, Fukui) 

as abov 

clar (Hayami 

(mad 

by Sachiko 

Large paulownia roller clamp (made by Yusai 

Maeda, Kyoto) 

Storage box 
Lacquer box with lid that I Paulownia yaro box (made by Yusai Maeda, 
fits over the body. (Fig. 114) Kyoto) 

Case Four-way folding box (made by Oiri, Kyoto) 
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VI. Treatment process 

1. Pre-treatment examination 

Photo documentation and recording of Lhe damaged areas and measurement nducted. 

2. Dismantling 

The cover, jiku叩aki, and jilmgi (roller) were removed, and lhe end paper was removed from lh 

cover. 

3. Dry cleaninN 

Stains found on the screen were removed without use of moistur 

4. Removal 

Old crease rein(orccmcnl strips were removed. 

5. Cleaning 

Cleaning was performed by spraying the front surface with filtered water, removing the a l 一

cumulated soiled water and then press-drying. The patches that fell off during this process wer 

reapplied. 

6. Applying adhesiv 

Areas where the layers of paper had come aparl were pasled back together with wheat-starch 

paste. 

7. Attaching crease reinforcement strip 

Thinly-cut pieces of mixed paper were applied to areas wilh severe creases in order to flatten 

them out. 

8. Creating the cover 

lined. The original encl paper which was repaired and adjusted was pasted 

onto the brocade, which was then fully slrelch-dried. 

The first lining using /z位o paper, subsidiary lining using Misu paper, and overall lining usin 

mixed paper were applied onlo a shecl of mixed paper, which was then fully stretch-dried. 

10. Completion 

The bamboo hasso (smaller stave/roller) and cord were allached to Lhe cover, and the end roller 

was attached onto the rolling paper. These were then attached to the paintin 

11. Packing 

The scroll was rolled around the roller clamp, wrapped in the wrapping material, and placed in 

the paulownia yaro box. The original roller, cover, and rolling paper were to be stored 

separately by individually wrapping them in fr-ozo paper and p l acing しhem in the original box. 

12. Report 

The records kept before, during, and afler Lhe Lreatment were organized, and a "Preservation and 

Treatment Reporl" was compiled 

VII. Additional notes 

Crea Lri 1:, 、

Th reinforcemenL strips were thick and stiff, and were very firmly attached. Therefore, 
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Lhere were concerns that the attempt to remove them with water in the standard method would cause 

xcessive moisture to spread throughout the painting. Instead, a water solution with 5% methyl 

llulosc (molecular weight: 300nm) was applied onto the strips and they were carefully removed 

while conlrolling the speed of the moisture absorption. 

The number of areas in which to apply new crease reinforcement strips was kept to a minimum. The 

reason (or this, aside from the fact that the exposure of such strips would not be aesthetically pleasing 

Lo Lhc viewer, is that they could cause new damage, such as creases or abrasion of the screen. 

Moreover, Lo prevent new creases from forming along the edges of Lhc sLrips, Lhey needed to be as thin 

and narrow as possible. However, such strips were not sufficienl for areas wi しh severe creases, and 

Lhcrcf ore, two layers of strips of varying widths were attached to Lhese areas Lo reduce the sharpness 

f Lhc edg 

leaning 

To smoolh oul the painting's creases and warped areas, iL is necessary Lo use moislurc, even if the 

amounl is minimal. While the amount and speed wilh which the moislurc spreads can be controlled 

by using Gore-Tex or dampened paper, it does not change the facL LhaL iL is necessary Lo keep Lhe use 

of waler to the minimum. The result of a partial hydration LesL showed Lhal even Lhe mosl minute 

amount of moisture needed to flatten the painLing could sLill cause Lhc slains on Lhe painLing to 

Lransfcr Lo other parts. 

A choice had to be made between giving up Lrying to fix the creases and warps, or changing the 

、J pcc ifi cal i on s and proceeding with cleaning thal requires Lhe use of waler. S in ce し he main problem 

priorily should be placed on remedying Lhis problem, the decision was made しo clean wilh water. 

When anolher test was conducted on the premise lhal cleaning would be clone wilh waler, it was 

delermined that while the sumi ink and Lhe gold and silver pigmenls in し he painting would not be 

affecled, Lhe adhesion of the kirihaku (cul gold and silver leaf) on Lhe reverse side was weak, and 

would nol be able to withstand the cleaning lreatmenl. The ref ore, a combinalion of water solution 

wilh meしhy l cellulose and dosa (animal glue and alum) was applied Lo Lhese areas to consolidate 

them 

leaning was then performed by the usual method: filtered water was sprayed on the surface and 

tains cleaned by allowing the water to seep through the original paper Lo the blotting paper (suitori 

― ga加） underneath. However, because the water did not permeate very well, Lhe water picked up dirt 

and collected on the front surface. Therefore, the water was absorbed with blotting paper from th 

front side of the painting as well. 

The paper joints could not withstand the moisture during cleaning. Therefore, each piece was pr"r-r• 

—dri ed and the sections were rejoined. 

Inscription on the nakajiku in sumi ink 

After removing the nakajiku from the rolling paper, inscription in sumi ink, which read ℃ alligraphy 

by Koetsu," was discovered. Since there was a trace of an even older rolling paper, it was delcrminccl 
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that this is very likely the original roller. Bolh the nal,aji/m and lhe fil,ushu were removed to be stored 

separately, and new ones were prepared lo allach to lbe scroll. (Fig. 115) 

Paper support 

On this scroll, part of the gold and silver pigmcnls painted on Lhe fronl of lhe painling appear on th 

reverse side at the top and bollom edges and Lhc margins, and wrinkles Lhal appear lo be original ar 

found on both the fronl and back. For lhese reasons, this scroll is believed lo have mainlainecl iL 

original form. However, il could not be determined whether the painting was compleled on a singl 

sheet, or whether lining had been affixed (before painting) 

Transfer of stain from the cut silver leaf on the back 

While there are a few places in which stains from the silver leaf on the reverse side have Lransrcrrcd 

to the front of the painting, there were also places where no silver leaf was visible on Lhe reverse sid 

Upon close examination, there was a silver lea(wilh the same shape on the eighth piece, approximaLじ ―

ly 73 centimeters off toward the back in Lhe same locaLion, indicaLing thaL Lhc slain probably 

examined, similar slains were confirmed in a f cw places, and Lhc displacemcnL disLan 

that spans the firsl and second pages was aboul 77.5 cn 

Transfer of gold pigment 

There were parts al the end of しhe scroll in which Lhc gold pigmenl 「 rom Lhe fronl of Lhe painLing had 

rubbed off on to しhe reverse side. The clisplacemenl dislance was aboul 5 cm. IL 

period in which the scroll was wrapped around a roller of a widLh Lhal differs f rom しhe one menlioned 

above. 

Post-treatment observations 

By cleaning the scroll first, repair of the creases without soiling the painting could be achieved. In 

addition, the coloralion in the areas painted in gold and silver pigments, white and ink has improved, 

and the original beauty of the painting appears to have been restored. Furthermore, the strength of 

the paper has possibly improved to a certain degree, due to the treatment with water, which, as a 

in the numl 

strips. 

Also, priority was placed on maintaining the scroll's original form, and therefore, the content of th 

areas of the paper which have separaled. Because Lhis Lrealmenl did nol include the application of new 

linings, which would improve durabilily, Lhe scroll musl conlinue Lo be handled with utmost care in 

the future. 

Translated by Amy Mccaleb (Urban Connections), edited by Yasuhiro Oka and Regina Belard. 

L _  



110 

本 11 11/弥光悦 ，げぷ迄"f'i: )fじ卜.絵札 1::f欠巻

作品解説
束恥文化財研究所

鈴木廣之

「 )Jじド絵禾11 ::f欠巻 」 は 「四季 1\'i: 化卜.絵,f11: :f欠巻 」 （ 心', 111 必 術飢',;)、 「鶴ド絵和：：f欠巻」 (;; (HIII 1 :. 1 立 1曹物 tr, ·,;) 、 「蓮下絵和

歌巻」（請家分） l湖） ととも に、恥;f金銀泥―卜.絵、木伽噂洸悦，1::の和歌巻 を代表する 一• 本 として よく知られ

て い る 。 料紙の 卜.絵 に金銀泥を） II いて聞）~-Ii の蹄動するさまを令巻にわた っ て 勾 ,','i)扉'j と没骨枯'i で廿'i き 、これ

に 『新 古今集』 巻 4 の秋歌 I ·の ,,屯 i· i邸iii 「 こころなき身にも琴はしられけリ Ill翡 につ ・?)\ の秋の 夕峠れ」以下

28 竹の 利：；f欠 を 散 らし げ き している 。 H)I] イ乍 は ）蕊長木年ころ ( 1 7 111 :紀初見＇［） と 椎巫 さ れて し ヽる 。

本作 ，’，ん は 「）y.)i ド絵利 I ::f欠巻」 の後 ‘ド部 を 1巻 に イ I : 立 てたもので、 一 部が断筒 として 諸家に分）1'成 さ れる前半

部に＜らベJJ;i JI多をよく とどめている 。 本作 ，＼心 を 収め る 箱の身の ）氏 に貼り札があ り 、 「 ―. Iｷ 四枚光悦 '•fi:宗逹

仙·1/ 11贋II Iｷ 年／ 谷 と し 1 〗~ I· 四卜巻 I 枚ト ス 」 の 月．！； ，＇ ｝かあ る。こ i し によると、 1 93S 年、 2LI 紙か らな る巻

r を 2 巻にわ け、 Iｷ. 巻を ] 4紙、 卜巻を 10紙とし たことがわか る。 巻木に 「徳友斎光悦」 の 判· 名 と 化押、朱

文 「1J ' 年」 1 リ印 があり、いずれも 11w; 93センチ附外の本紙10枚で朴'f成 されて い ることから、本作 i'1111 が後半部

分に相 , 1 ,, する 卜巻であることが確かめ られる。 「）J・・じ 卜.絵禾11 ::f欠巻」が ‘片初24紙であ っ たとすると、その全長

は22 メ ー トル30セ ンチ に閃出 され、視介の他の令銀i)ビ ド絵禾11 ::f欠巻31'1 : を II: 例する 」と 人 な巻物だ っ たこ とが

想似 さ れる 。 さらに、今 '"' の修似で刺1本か ら 「光悦 ， 1:: 之 」 の , · , 筆． よ ! - '\,1:: 銘が発兄 さ れ、 こ れが‘り初の もので

あることがわか り、漆冷り に螺釧をあしら っ た 刺I i,,i" も ' 1 ,, 初のものであることが推測 さ i .. 

なお、「 ）y: じ ド絵禾II ::f欠巻」 の 削 -r, にあたる I ·. 巻は、現在、 MOA 必術創.... に 所）l設 さ れて おり、 シア トル美術

創沐と l,iJ形式の箱に「 I ·.巻／昭和4年二巻と為し て/ 1 ·.巻拾四枚 卜巻 I 枚之 I ·./巻 と 為せ り」 と 県 ，り され

た貼り札がある が、視状は7紙か らなる。 各紙の illi't'; は そ れぞれ、 第 1 紙75 . 8センチ、第 2 紙63 .0セン チ、

第 3 紙53.5センチ、第 4 紙60 . 0 セ ンチ、第 5 紙62 .0センチ、 第 6 紙92 .7センチ、第 7 紙20. 5セン チあり 、

第 2 紙 と 3 紙、第 4 紙と 5 紙が連続しな い 。 このことから 、 Iｷ. ト 2 巻に分け ら れた後、あ る 11ふ期 に （戦後

の こといわれる）こ の 2 箇所と巻首・巻木に位附する 部分が断筒 として ：1.\H(れたことが想1集 される 。 視在、

山種入術飴、 -,,. I「，り美術館、 MOA美術館などに 庫11! 装の断筒が所）i'. 成 されて し

参考文献

団蔀社編 『光悦祖宗逹金銀泥絵』朝 H 新1北l社、 1978
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Description of Artwork 1 J J 

Poe叩 Scroll with Deer (calligraphy by I lon'<1rni l(nclsu. painLing by Tawmaya Solalsu) 

Description of Artwork 

[or Cullural Propcrlics, Tokyo 

The Poem Scro ll 叫th Deer is well known as being representative of scrolls that conlain 

s decorative pain Lings clone in l,ingin-dei (gold and silver pigments), and Hon'ami Koetsu's calligraph 

Other such works arc Poem Scroll with Floweガng Plants of the Four Seasons (Hatakeyama Memorial 

Museum of Fine Art), Poe切 Scro ll with Cranes (Kyoto National Museum), and Poem Scroll w直 Lotu

(fragments owned by different collections). Throughout this entire scroll, herds of leaping deer ar 

painted on paper in gold and silver using lechniques of koroku、 (useof outline) and mokkotsu (renderin 

without outline), and waka verses arc slrewn over Lhcse images in calligraphy. There are 28 poem 

taken from Shinlwliins屈 (The New Collcclion of J¥.ncienl and Modern Japanese Poetry) Book I., 

Autumn I, including Lhe following by Lhe monk Saigy6: "Even one unfeeling as myself is moved: snip 

rising from the marshes on an aulu11111 evening." The scroll is believed to have been created around 

the end of the Keicho era, or early 17 し 11 ce叫ry.

This artwork i 

its fragments ar 

box in which thi 

and Sotatsu; 19 

10 sheets." Thi 

with th 

nds of jilmgi) wiLh 1 

Fragmcnls Lh 

in th 

croll; mad 

" However, th 

(second shccl), 

Poem Scroll with Deer lhat was made into a separate scroll. 

well compared to Lhe firsL half, which was taken apart and 

is a label pasted onto the bottom of th 

n iL is wriUen in sum｣ink, "Twenly four sheets of paper by Koetsu 

ha! I include 14 sheels, second scroll shall includ 

paraLcd into Lwo parし，

laLter scrol I has at the end th 

ircular seal "Incn" (a name found in 

Ls, all approximately 9 II 

r Lhe latter ha If of the sel. A 

th 

r arc currcnlly held at MO/¥. Museum of Art 

/¥rl Museum. The label on Lhc box states, "Firsl 

, [irsl scroll shall have 14 shecls, second scroll shall have 10 sh 

onsisls of seven sheels, しhe widths of which are 75.8 cm (first sheet), 63.0 cm 

111 (しh ircl shceL), 60.0 cm (for しh sheeL), 62.0 cm ((i(Lh sheet), 92.7 cm (sixth sheet), 
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and 20.5 cm (seventh sheet). The second and third sheets are not connected, nor are the forth and fifth 

heets. For this reason, it is assumed that after the scroll was separated into a first and second half, 

at some point (probably after the war) it was cut at those places where the sheets were disconnected, 

as well as at the first and the last sheet of the scroll, and then was taken apart. Fragments of this 

roll are currently stored as hanging scrolls in various collections including the collections of the 

Yamatane Museum of Art, The Gotoh Art Museum, and MOA Museum of Art. 

cl., }<oetsu sho Sotatsu Kingindei-e (Koetsu and SotaLsu: Calligraphy on Gold and Silver 

PainLings), Tokyo: Asahi Shimbun-sha, 1978. 

Translated by Amy Mccaleb (Urban Connections). 




